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網膜部位 に よ る色 の 見 えの 変化
Cha既ge　of 　color 　aPPearance 　by　ret 且n乱亘　po 呂itions
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⊥血 　色の 見えが 中心窩 と周辺 部で

かな り異なるこ とは よく知られて い て 、多 くの

報告 があ る。 しか し、こ れ ちの 報告の 大半は ス

ペ ク トル 光や色票など の限 られた色 につ い て の

もの で あ る。そこで 、色度図全域 に つ い て 、中

心 窩で 明 るさマ ッ チ ン グ した色光 を 中心窩と傍

中心窩に呈示 した とき の 色 の 見えの 変化 をカ ラ

ーネー ミン グ法で 調べ た。

盆』型塗⊥ 　呈示視野 は 2度 の 2 分視野を用い 、

右半分 に 120tdの 白色参照光 を、左 半分にテス ト

光 として 1976u
’

v
’

色度図上ほぼ等 間隔に分布 し

た 195rkの どれか の 色光を与 える 。 実験装置は 、

3チ ャ ン ネル の マ ッ クス ウ エ ル 視光学系 を用い 、

右 眼の 傍 中心窩 （釁側 ）に色 光 を呈 示す るため

に 、右方 5度に 固視点 を設 けた 。

　 カ ラ
ーネー ミン グは 、まず色光の 見 えに対 し

て 、 10点を白み と色み の 割合に応 じ配分する 。

次 に、色み に つ い て 、10点 を赤、黄、緑お よび

青の うち最 大 2色 を選び、そ の 割合 に応 じ配分す

る 。 各色 み が全体の 色光 の 見え （白み を含む 1 

点 また は 100％〉に 占め る 割合 を各色 み の 成分ス

コ ア と呼ぷ と、こ れ は色 み成分ス コ アに 各色み

の 割合 を乗 じて 求め られ る 。 例 えば 、 白み 3、色

み 7で 、さ らに色 み に つ い て 、赤み 6、黄み 4な ら

ば、赤 み と黄み の 成分ス コ ア は それぞれ 4。2点 と

2。8点 とな る。

　 被 験者は色覚正 常な 47才の 男性 （MT） 1人で

あ る。測定の 手 順は 、暗順応 （10分以上 ）後色

光を呈示 して 、最初に 自色参 照光 とテス ト光を

直接比較 し、調整法に よ り明 るさマ ッ チン グ を

行 う。 2 番 目に、参 照光を消 し、固視点を 点灯

して 、傍中心窩で カ ラーネー ミ ング を行 う。 3

番 目に 、固視点 を消 して、中心 窩で カ ラ
ーネー

ミン グを行 う。以上の 連続 した 手順 を 195の ラ ン
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ダム な順序で 呈示す る色光につ い て行 う。測定

は各点につ い て 3回ず つ 行 っ た。なお 傍中心窩で

は 、 ト ロ ク ス ラー効果の 影響 を避けるた め 、被

験者はほ ぼ  ．5〜 1 秒の 開眼 と約 2秒 の 閉 眼を 2，

3同繰 り返 して 、 カ ラ
ーネー ミン グ を行 っ た 。

Z Z 　カ ラ
ーネー

ミ ン グの 3回

の データ （成分 ス コ ア ）の 平均値 を も っ て 、 ロ

ーデータ と した e しか し、こ の ままでは各色度

点 間の 値 の 大 小に不 合理 の 生ずる箇所が散見 さ

れ る の で 、麁度図上で
一種の 空間 フ ィ ル タ （測

定点の 重み を 1／2、隣合 う4点の 重 み を各 1／8とす

る ）を用い る移動平均法に よ っ て 平滑 化をはか

っ た。

　平 滑処理の 後、まず彩 度の 変化 を見 るた め に、

色 み 成分 ス コ ア に つ い て 、隣合 っ た 測定色度点

間の 内挿 に よ っ て等 高線 を色 度図上 に求めた 。

図 1 は 、中心窩 におけ る等高線 と傍中心窩 にお

け るそれ の 中か ら、色み 成分の ス コ アが 1、5お

よび 9の等高鱇 を選 んで描い た もの で ある。実線

と F が中心窩を、点線 と P が傍 中心 窩を示 す 。

こ の 等高線の 形 状につ い て は 被験者に よ っ て 異

な る と予想 され るの で 、今回は 中心 窩か ら傍 中

心 窩 へ の 変化に 注 目した 。この 等高線の 変化は 、

全 体 と して 彩度 が低下 して お り、各 色み 領域 で

は緑、青お よび 赤の 領域 で の 後 退が大き く、そ

れ に対 し黄の 領域で の 後退 は小 さい こ とが分 か

る。また 、参照光色度 点か ら赤 紫線の 青端寄 り

の 方向へ の 後退 が大き い が、被 験者個：有の 特性

で あ る可能 性が 強い 。

　 次に、各 色み の 成分ス コ ア の 変化を見るため

に 、上記 と同 じ手法で 各色 み 成分 ス コ ア の等 高

線 を求め た 。緑 み と赤 み の 成分 ス コ ア の 等高綴

を図 2 に、黄 み と青 み に っ い て の 等高線 を図 3

に示す 。 な お、 これ らの 等高線 は 、あくまで も
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各 々 の色みの 刺激光全体に対する相対値で ある

こ とに変わ りはない
。 こ こで も、中心窩 （a ）か ら

傍中心窩（b）へ の 変化だけに注 目すると、図 2 お

よび図 3 は 、図 1の 結果 と同様 に、緑み 、青 み

お よび赤み の 成分ス コ ア の 後退 を示 し、か つ 黄

み の成分ス コ ア がわずか しか後退 して い ない こ

とを示 して い る 。 すなわち、他の 色み に対 して

相対的に黄み の 増大 した 領域は鉱大 して い る。

　 　色度図全域 （正95点 ）にわた っ ての

色光の 見 え を申心 窩 と傍 中心 窩 でカラーネ ー ミ

ン グ法に よ り調べ た 。 その 結果 、色度図上 で の

色の 見 えの 変化は 、白み の 領域 が増 し、赤、緑、

青の 色み の 領域 は後退 した が、黄み の 領域の 後

退は少なか っ た 。
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図 2 、緑 み お よ び 赤 み の 成 分 ス コ ア の 等 高 線
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図 1 、色 み 成分 ス コ ア の 等高 線
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（b）傍中心窩
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図 3 ．黄 み お よ び 青 み の 成 分 ス コ ア の 等 高 線
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